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         京都府議会定例会提出議案知事説明要旨 

                           （ 2.11.30 ） 

 

 本日、ここに11月定例府議会を招集いたしましたところ、議員の皆様におか

れましては、御多忙の中お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

 日本国内では、新型コロナウイルス感染症の新規陽性者数が８月上旬に一度

ピークを迎えた後、減少に転じ、その後しばらくは横ばいの状態が続いており

ました。このような中、これまでの補正予算で講じた需要喚起策や国のGoTo

キャンペーンなどにより、府内においても、一時は閑散としていた観光地や街

中に、徐々にではありますが、賑わいが戻りつつあったところです。 

しかしながら、日本各地で感染が再拡大し、京都府においても、11月17日に

は過去最多となる49人の感染を確認するとともに、約３か月ぶりに「特別警戒

基準」を上回るなど、厳重な警戒が必要な状況となってまいりました。このま

ま感染拡大が進めば、緩やかに持ち直してきた社会経済活動に、再びブレーキ

がかかる恐れがあります。 

そうした事態を招かないためにも、そして、身の回りの大切な人たちを感染

させないためにも、どうか府民や事業者の皆様におかれましては、身体的距離

の確保、マスクの着用、手洗いを実践するとともに、こまめな換気と適度な保

湿、症状がある場合は外出等を控えるなどの感染防止対策を徹底いただきます

よう、改めてお願い申し上げます。 
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京都府といたしましても、今月から、身近な医療機関で、発熱等の相談・受

診・検査ができる新体制に移行するとともに、京都市と連携して「きょうと新

型コロナ医療相談センター」を設置するなど、感染拡大防止策を強化し、季節

性インフルエンザの流行期への備えにも万全を期してまいります。 

令和２年度も残り４ヶ月となり、11月19日には「令和３年度当初予算及び組

織編成方針」を定め、私自身３回目となる当初予算の編成作業を開始いたしま

した。私は、これまでの間、感染拡大の防止と経済の回復の両立を図ることで、

このＷＩＴＨコロナ社会を確実に乗り越え、京都府の未来につなげていきたい

という思いから、府議会の皆様に数次の補正予算の御議決をお願いしてまいり

ました。新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中で、来年度につきま

しても、引き続き感染拡大の防止と経済の回復の両立を図るための対策に取り

組んでまいります。併せて、現在、危機克服会議において議論されております、

ＷＩＴＨコロナからＰＯＳＴコロナ社会における産業戦略や、新型コロナウイ

ルス感染症収束後の社会を見据えたＷＩＴＨコロナ・ＰＯＳＴコロナ戦略を踏

まえた施策の具体化を図るとともに、京都府総合計画に掲げた将来像の実現に

向けた取組みを更に加速させ、府議会の皆様、府民の皆様とともに、未来に夢

や希望が持てる新しい京都づくりを進めてまいりたいと考えております。 

 それでは、今回提案させていただいております議案について、その概要を御

説明申し上げます。 

 第１号議案令和２年度一般会計補正予算につきましては、年末年始の対策を
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はじめ、府民生活の安心確保や、現下の雇用情勢等を踏まえた対策など、今ま

さに取り組むべき課題に対し、緊急的に必要な施策を講じるため編成したもの

であります。 

 まず、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子どもや、ひとり親家

庭に寄り添った支援が可能となるよう、ひとり親家庭自立支援センターに、新

たに専門カウンセラーを配置し、生活不安に対する相談などの心理面でのサポ

ートを充実させるとともに、年末年始の相談窓口の開設時間を延長いたします。

また、子ども食堂等における年末年始の催しに対し支援を行います。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の影響を受け解雇等にあった方に対する再

就職支援といたしまして、従来から行っている研修と企業実習を組み合わせた

有給の訓練に、早期の再就職を後押しする新たなコースを設定し、訓練生の状

況に応じた支援を行ってまいります。 

 また、これから冬の観光閑散期を迎えるにあたり、厳しい経営状況にある府

内中小旅行事業者等への支援といたしまして、貸切バスを使った旅行商品を提

供する場合に、感染防止対策や安全性を広く周知するために必要となる経費を

支援いたします。加えて、京都市と連携し、平日の宿泊者に対し、府内の土産

物屋や飲食店等で利用可能なクーポン券を抽選で発行し、府内の観光需要を喚

起します。 

 さらに、感染拡大予防ガイドラインの趣旨に沿った対策を行う中小企業等に

対する補助金につきまして、既に募集期間は終了しておりますが、約４万もの
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事業者が感染防止対策等を実施し、当初の想定を上回る申請をいただきました

ので、これに対応するため予算額を増額いたします。また、府民生活の安心確

保といたしまして、生活福祉資金の貸付原資の積み増しや、季節性インフルエ

ンザの流行期に備えた病床の確保に引き続き取り組みます。 

 以上、補正予算案の総額は 153 億 9,700 万円であります。 

 このほか、去る10月30日に行われました京都府人事委員会からの「職員の給

与等に関する報告及び勧告」を尊重し、民間の給与、国及び他の地方公共団体

の職員の給与等との均衡を考慮して期末手当を引き下げるための関係条例の一

部改正、気候変動の影響に適応した脱炭素社会を実現するための関係条例の一

部改正などの条例改正をはじめ、工事委託契約の変更に係る案件など、全９件

の議案につきまして審議をお願いしております。 

 御議決いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 


